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はじめに

外国人のための日本語教室で,「『そ』は,ひ と

筆で書いてはいけません。「く』のように 2画 で

書くのです。それ以外は不正解です」と指導して

いたとしたら,そ れはおかしな話だと私たちは感

じるはずである。手書き文字の形には個人差があ

り, どちらの 「そ (く)」も正しいからである。

実はこれと同じようなことが,日 本の英語教育

においても行われていないか,私 は少し心配な気

持ちでいる。同じようなこととは,「Iの横棒」

についてである。この横棒を 「書かなくてはいけ

ない」とする指導が今でも続いているのではない

かと思われるからである。

「lの横棒」とは何か

次の 2種類の活字を比べていただきたい。

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVヽ VXYZ

ABCDEFGHI」 KLM NOPQRSTUVWXYZ

上段の活字はいわゆる 「ひげつき文字 (セリフ

体)」であり,下 段は 「ひげなし文字 (サンセリ

フ体)」である。見てわかるとお り,Iの 横棒 は

セリフ体活字の装飾であり,隣 の文字の Hな ど

にも同様についているものである。

このセリフの発生については諸説あるようだが,

石に文字を刻む場合に文字の高さをそろえるため

のガイドとなる線に沿って撃を打ち込んだときに

できる痕を装飾化したものである,と する説が有

力らしい。

いずれにしても, もともとIの横棒は活字の飾

りであり,手 で書 く場合には付けても付けなくて

もよいものである。

英国エクセターにて

私は2007年の夏,英 国エクセターにおいて2か

月間の研修に参加する機会を得た。研修での個人

研究テーマは,「英語学習におけるドリル,プ ラ

クティスについて」であつたが,そ れとは別に,

「Iの横棒」について個人的な小調査を行った。

く調査の方法〉

英語を母語 とする人たちに次のような2つ の質

問をした。

(Ql) How do you write/form an upper‐

case`I', `I' or`:'P

と記した紙 を見せた上で,次 のような例を見せ,

あなたの手書 き文字はタイプ Aか ,タ イプ Bか

と聞いてみた。

Type A: l iike l‖inois

Type B:I like lllinois

nlinoisとぃぅ語を選んだのは大文字の Iで始

まっており,次 の文字が小文字の 1だからである。

次に2つめの質問をして,コ メントを聞いた。

(Q2)  Do you think type A`!'is confusing

with a lowercase`1?

〈結果〉

エクセター大学の英語を母語とする教員,職 員,

学生の合計23人から話を聞くことができた。内訳

は教員15人,職 員 4人 ,学 生 4人 である。

(Ql)に ついて,

type A(横 棒を付けない):11人

type B(横 棒を付ける):13人



であった。合計すると24人になるのは, 1人 が

「両方使う」と答えたからである。

(Q2)に ついては,次 のとおりである。

Yes(小 文字の 1と混同じやすい):17人

N。 (小文字の 1と混同することはない):6人

〈コメント〉

いく人かの方から,コ メントをいただいた。中

には興味深いコメントが見受けられる。

・Iなのか lなのかわからなくなることなんて

あり得ない。

・11linoisと書 くのなら,Iに 横棒を付けるか

もしれないけど,普 段は付けない。

・Iに横棒を付けるのはアメリカ人じゃないか

な。

。私の身の回りの人は横棒を付けない人の方が

多いと思う。

・小学校では横棒は付けないように習った。 ´

。小学校では横棒は付けるように習った。

この聞き取 り調査のあとで,「なぜこういうこ

とを調べているのか」と聞かれることが多かった。

私は 「日本では 『Iの横棒」を付けないのは誤 り

だとする指導が多いので,そ れは誤 りだという証

拠を集めているのです」と答えると,ほ とんどの

人が 「どうして間違えにするの?」 のような反応

を示したことも付記しておきたい。

まとめおよび私見

①  「付ける」「付けない」について

本調査の目的は,「付ける」「付けない」の割合

を調べることではない。しかし,私 が予想したよ

りも 「付けない」とする人の割合は多かった。

日本語の 「そ」と 「そ」についてもどちらの書

き方の方が多いかはあまり問題ではない。どちら

の書 き方 も 「正 しいJの だから。「Iの横棒」に

ついても同様である。今回の小調査ではサンプル

の数はあまりに少ないが,そ の 「証拠」を十分に

集めることができたと言えるであろう。

(2)「 小文字の1と混同じやすい」ことについて

私は (それが活字であったとしても)ガ 文ヽ字の

1と数字の 1の ほうがずっと紛 らわしいと感じて

いる。インターネットの URLな どで 「これは数

〔投稿】「|の横樺」に関する小調査

字の 1だ ろうか,4ヽ文字の1だろうか」という経

験のある人も多いであろう。

「小文字の1と混同じやすい」というのは,「 I

の横棒は付けなければいけないJと 指導する際の

常套句である。確かに手で書いたときの 「小文字

の 1」と 「横棒を付けないI」は同じ形である。

Q2で 「混同じやすい」と答えた人の中には,

「それぞれを単体で比べたら」というイメージで

答えた人も多いのではないだろうか。

これとは逆に,書 かれた文章の中でのことを思

い浮かべて答えた人もいると思われる。実際,文

章の中で 「小文字の1」 と 「横棒のないIJが 混

同されることなどまずないことだからである。

そもそも本当に混同じやすく,不 都合が生じる

のなら,サ ンセリフ体の活字が使用されることは

ないはずである。例えば,‖ ike!talian food

という文章の最初の文字は小文字の1だろうか,

2つ めの単語の最初の文字は大文字の Iだ ろうか,

などと悩む人はいないのである。

おわりに

「そ」と書 くか 「そ」と書くかは個人の自由で

ある。だから,「『そJと 書かなければいけない」

とする指導は誤 りである。「Iの横棒」について

も同じだと思っている。百歩譲って 「Iの大文字

には横棒を付けなさい」という指導は認めるとし

ても,「横棒のない大文字のI」は誤 りだとする

指導には異議を唱えたい。

学校の定期試験や,入 学試験で 「横棒のない大

文字のI」が減点や不正解とならないことを,私

は心から願っている。それはあまりに滑稽で哀れ

なことである。また,検 定教科書の中学 1年生用

の最初の数レッスン (ユニット)の 活字はサンセ

リフ体であるにもかかわらず,Iだ けには横棒が

ついていることにも,私 は違和感を感じる。

英語指導の入門期において, このような文字指

導が論じられることがあまりないのは残念なこと

である。「Iの横棒」のことなど些末な問題であ

ると考える人もいるのかもしれない。しかし,私

はそのことで減点される生徒が今でもいるのなら,

とことんこだわりたいと思っている。

(東京学芸大学附属竹早中学校教諭)
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